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HEMSの有用性
• HEMSの導入により、例えば、翌日の天気予報データを基に、太陽光発電
設備で発電し、これに併設した蓄電池により蓄電した電気を適切なタイミ
ングで使用するといった自家消費の最適化が可能となる。

IoT住宅におけるHEMSの役割
https://www.jema-net.or.jp/Japanese/res/hems/data/IoT_hems.pdf



ECHONET Liteについて
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• HEMSを構成にあたり、様々なメーカーの機器を連携させるための共通通
信規格。エコーネットコンソーシアムが作成、発行している（認証自体は
認証機関が実施）。

• HEMSコントローラーによって、家のエネルギー管理や連携させた機器の
制御を行うことができる。

• ECHONET Liteの認証制度を設けており、認証された機器であれば基本接
続ができる。

• 2015年国際規格ISO/IEC14543-4-3、IEC62394を発行した。

https://echonet.jp/wp/wp-content/uploads/pdf/General/Download/echonet-light-overview.pdf https://www.jemic.go.jp/tsushin.html
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• 2012年に、経済産業省により、ＨＥＭＳの導入と家庭内機器及びＨＥＭＳとスマートメーター間の標
準インタフェースとしてECHONET Liteが推奨された。（スマートハウス標準化検討会）

JSCA国際標準化WGスマートハウス標準化検討会とりまとめの公表（経済産業省プレスリリース）
https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/10159415/www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-1.pdf

経済作業省によるECHONET Liteの推奨



• ECHONET Liteの規格の認証、運用に関し、エコーネットコンソーシアム、
関連業界団体、政府等が官民一体で取り組むことに合意していた。

スマートハウス標準化検討会進捗報告（中間）（2011年12月）
https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8842487/www.meti.go.jp/press/2011/12/20111216003/20111216003-4.pdf

（参考）
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ECHONETLiteについての官民の合意




